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健全な病院経営をめざして

経費削減努力により黒字化 

平成22年度病院・水道事業会計とも慎重に審議され、７月４日の本会議において認定されました。

　経営収支は事業収益 75億 2,016万円に対し費用は 82億 6,546万円で差し引き 7億 4,530万円の
純損失でした。累積赤字（欠損金）は 28億 2,844万円となり、2年後の新病院への移行を控える中、地域
医療の中核として、公営企業の公共性と経済性を保持しながら、医業収支改善が強く望まれます。

　経営状況は事業収益 27億 1,655万円、費用は 27億 244万円で、差し引き 1,411万円の純利益を
計上しました。
　前年度は新市発足以来初めての赤字決算でしたが、22年度は給水収益の減少を小幅に抑えられ、経費
削減に努めた結果、純利益を計上することができました。

患者７人に対し看護師１人の看護体制への移行は、患者の減少によ
るものか？
一つの要因である。それに加えて医師や看護師の業務改善により病
棟へ手厚く配置できたことが大きい。これにより、看護の質の向上と
ともに看護師の労働環境が改善し、収益面でのアップが期待できる。

入院患者数が 28,705人の減という実態のあるなか、まだ入院の必
要性がある患者が強制的に退院させられるなど病診連携への影響は
どうなっているか？
急性期、慢性期と病院の機能分担を図り、中東遠地域の中で対応でき
る体制を整えている。回復期病床は私立の施設も含めて 222床と
なり、当院の治療を終えた患者は菊川、森、御前崎の各リハビリのあ
る病院へ行っていただいている。紹介患者数は減っていない。

患者の受け入れ増につながるよいアイデアはないのか？
市民が安心して市立病院を選べるように、どのような病気の人が、い
つ、どのように行ってもいいのかというキャパシティを病院から情
報発信していきたい。病院の信頼は口コミの影響が大きいので患者
さんの目線を重要視していきたい。

配水池の緊急遮断弁過流量設定工事はいつまでに？またガル※設定は？
緊急遮断弁過流量設定工事は 22年度 8箇所、23年度に 5箇所施
工し完了する。遮断弁は掛川地区150ガル、大須賀地区200ガル、
大東地区 250ガルとなっていた設定値を 200ないし 250ガル
に上げ設定した。

18年度以降の未収金の件数と金額は？またその軽減策は？
18年度から 21年度の未収金件数は 3,398件、未収金は 1,626
万円である。滞納すれば給水停止通知、さらには給水停止を行い、
早めの対応を行っている。

経営状況は大変厳しいので、今後水道料金の値上げに結びつかないか？
内部で経営改善対策委員会を立ち上げ調査研究しており、これ以上
の節減の難しさはあるが、徹底したスリム化を行い、さらにその先
は内部留保金を充てて対処していきたい。

※「ガル」とは、CGS 単位系における加速度の単位であり、1ガルは、1秒 (s) に 1センチメートル毎秒 (cm/s) の加速度の大きさと定義されている。
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企業会計決算特別委員会が６月27日に開催されました
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議　　案　　名 議決内容

予 算 ○平成 23 年度掛川市一般会計補正予算（第２号）について 全会一致可決

決 算
○平成 22 年度掛川市病院事業会計決算の認定について 賛成多数認定

○平成 22 年度掛川市水道事業会計決算の認定について 賛成多数認定

条 例

○掛川市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の
一部改正について 全会一致可決

○掛川市税条例の一部改正について 全会一致可決

○掛川市排水設備指定工事店条例の一部改正について 全会一致可決

○掛川市消防団員等公務災害補償条例の一部改正について 全会一致可決

一 般

○さかがわ幼稚園園舎建築工事請負契約の締結について 全会一致可決

○公共下水道掛川浄化センター第３期建設工事委託契約の締結について 全会一致可決

○掛川市道路線の認定について 全会一致可決

○掛川市道路線の変更について 全会一致可決

報 告

○平成 22 年度掛川市一般会計繰越明許費の報告について 全会一致受理

○平成 22 年度掛川市公共下水道事業特別会計繰越明許費の報告について 全会一致受理

○平成 22 年度掛川市病院事業会計事故繰越しの報告について 全会一致受理

○掛川市病院事業会計資金不足比率の報告について 全会一致受理

○掛川市水道事業会計資金不足比率の報告について 全会一致受理

人 事 ○人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（２件） 全会一致同意

陳 情 ○公契約条例制定を求める陳情書 賛成少数不採択

意 見書 ○「当面の電力需給対策に関する意見書」の提出について 全会一致可決

 ６月定例会における議案の審議結果一覧
  

６
月

●
13
日 

本
会
議=

平
成
二
十
二

年
度
企
業
会
計
決
算
、

平
成
二
十
三
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
等
各
議

案
の
市
長
提
案
理
由
説

明
、
監
査
委
員
の
決
算

審
査
説
明

●
21
日 

本
会
議=

一
般
質
問

●
22
日 

本
会
議=

一
般
質
問

●
23
日 

本
会
議=

議
案
一
部
採

決
。
議
案
常
任
委
員
会

付
託
。
企
業
会
計
決
算

特
別
委
員
会
設
置
、
付

託
。

 

常
任
委
員
会=

付
託
議

案
審
査

●
27
日 

企
業
会
計
決
算
特
別
委
員
会 

=

付
託
議
案
審
査

  

７
月

●
４
日 

本
会
議=

決
算
特
別
委

員
会
・
常
任
委
員
会
委

員
長
報
告
、討
論
、採
決
。
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本
年
度
で
終
わ
る
「
八
園
構
想
」
の

成
果
と
課
題
は

髙
木
敏
男
（
誠
和
会
）

QQ

QQ

A

A

A

A

浜
岡
原
発
は
永
久
停
止
・
廃
炉
へ

川
瀬
守
弘
（
共
産
党
掛
川
市
議
団
）

　

平
成
十
五
年
四
月
初
め

て
の
幼
保
園
「
す
こ
や
か
」

が
開
園
、
そ
の
後
幼
保
園
五
園
、

幼
稚
園
一
園
が
開
園
し
た
。
今
年

度
「
さ
か
が
わ
幼
稚
園
」
の
建
設

で
「
八
園
構
想
」
は
終
了
と
な
る

が
、
成
果
と
課
題
は
ど
う
か
。

所
期
の
目
的
は
達
成
さ
れ

た
と
認
識
し
て
い
る

　

八
園
化
構
想
の
背
景
に
は
、
施

設
の
耐
震
化
、
保
育
ニ
ー
ズ
の
高

ま
り
等
の
課
題
が
あ
っ
た
が
、
こ

れ
ら
は
ほ
ぼ
解
消
さ
れ
た
。

　

課
題
は
、
保
育
ニ
ー
ズ
の
さ
ら

な
る
高
ま
り
に
よ
る
待
機
児
童
の

発
生
や
、
公
私
立
幼
稚
園
間
の
保

育
料
格
差
な
ど
が
あ
る
。

お
茶
の

放
射
性
物
質
の
検
査
料
は

誰
が
負
担
す
る
の
か

　

県
内
で
暫
定
規
制
値
を

超
え
る
製
茶
が
出
た
こ
と

に
よ
り
、
掛
川
市
内
で
も
自
主
的

に
三
十
二
製
茶
工
場
の
一
番
茶
の

荒
茶
の
放
射
性
物
質
の
検
査
を

行
っ
た
。
一
検
体
二
万
円
の
検
査

料
は
誰
が
負
担
す
る
の
か
。

検
査
に
係
る
費
用
負
担
を

国
等
に
要
望
し
て
い
く

　

市
が
実
施
し
た
検
査
料
は
、
環

境
調
査
予
算
で
対
応
し
た
。
一
番

茶
の
荒
茶
の
検
査
料
は
掛
川
茶
商

協
同
組
合
、
二
番
茶
の
生
葉
及
び

荒
茶
の
検
査
料
は
掛
川
茶
市
場
取

引
運
営
委
員
会
が
負
担
し
た
。
本

来
は
国
又
は
起
因
者
の
東
京
電
力

が
負
担
す
べ
き
で
あ
り
、
機
会
を

見
て
要
望
し
て
い
く
。

【
他
の
質
問
事
項
】
市
長
の
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
進
捗
状
況
、
介
護
保
険
第

五
期
事
業
計
画
策
定
の
方
針
、節
電
・

省
エ
ネ
対
策
、
六
月
補
正
に
つ
い
て

　

福
島
原
発
事
故
で
市
民

の
不
安
の
声
が
高
ま
っ
て

お
り
、
原
発
と
共
存
で
き
な
い
と

考
え
て
い
る
。
浜
岡
原
発
は
東
海

地
震
の
震
源
域
の
真
上
に
あ
り
直

下
に
断
層
、
三
連
動
地
震
も
予
想

さ
れ
る
。
原
発
立
地
は
適
切
か
。

浜
岡
原
発
は
永
久
停
止
・
廃
炉
し

か
な
い
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

Ｍ
９
の
地
震
・
津
波
に

対
し
万
全
な
安
全
対
策
の

構
築
が
重
要

　

国
が
浜
岡
原
発
の
全
炉
停
止
を

要
請
し
た
。
こ
れ
は
、
こ
の
地
域

が
三
十
年
以
内
に
震
度
六
強
の
地

震
が
発
生
す
る
可
能
性
が
高
く
、

防
波
壁
設
置
等
の
中
長
期
対
策
を

確
実
に
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
い
う
判
断
で
あ
り
、
適
地

と
は
言
い
が
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
転
換
を

　

原
発
か
ら
の
撤
退
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普

及
で
地
球
温
暖
化
対
策
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
地
産
地
消
・
地
域
経
済
再

生
を
図
る
べ
き
と
思
う
が
見
解
を

伺
う
。再

生
可
能
な
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
促
進
を
図
っ

て
い
く

　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
注
目
さ
れ
る

状
況
下
、
太
陽
光
発
電
の
設
置
は
ま

だ
ま
だ
市
場
が
大
き
く
、
地
域
経
済

へ
の
波
及
効
果
も
期
待
さ
れ
る
。
風

力
発
電
も
一
基
が
完
成
し
現
在
七
基

が
建
設
中
で
あ
る
が
、
環
境
関
連
産

業
が
今
後
の
地
域
経
済
活
性
化
に
も

寄
与
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
期

待
し
て
い
る
。

【
他
の
質
問
事
項
】
東
海
地
震
対
策
、

新
病
院
・
地
域
医
療
、教
育
・
子
育
て

に
つ
い
て

暫定規制値に振り回される県内茶

浜岡原発
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大
石
與
志
登
（
創
世
会
）

山
崎
恒
男
（
創
世
会
）

Q

QQ

Q A

A

A

A

「
希
望
の
丘
」
後
方
支
援
病
院
立
地
で
、

市
と
法
人
と
の
理
解
は

再
生
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
は

山
崎
恒
男
（
創
世
会
）

桒
原
通
泰
（
三
和
会
）

　

松
井
市
長
は
将
来
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
見
解
か
。
ま
た
、
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
の
孫
正
義
社
長
の
自

治
体
と
協
力
し
て
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

を
全
国
に
設
置
す
る
呼
び
か
け
に

対
す
る
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
建
設
候
補
地

と
し
て
、県
に
お
願
い
し
て

い
る

　

将
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
、

再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の

促
進
と
、
消
費
の
抑
制
の
両
方
を

考
え
て
い
る
。メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
は
、

発
電
出
力
数
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
級
の

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
を
全
国
十
箇
所
程

度
に
建
設
を
検
討
し
て
い
る
も
の

で
あ
り
、
市
と
し
て
は
、
そ
の
候

補
地
と
し
て
俎そ

じ
ょ
う上
に
あ
げ
て
い
た

だ
く
よ
う
県
に
関
係
資
料
を
提
供

し
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
、

現
地
視
察
か
ら

何
を
学
ん
だ
か

　

松
井
市
長
以
下
六
名
の

市
職
員
の
視
察
報
告
が
さ

れ
た
が
、
そ
の
視
察
結
果
か
ら
の

課
題
に
対
す
る
今
後
の
取
り
扱
い

と
、
ま
た
、
行
政
職
員
の
方
が
津

波
で
犠
牲
と
な
ら
れ
た
。
そ
の
教

訓
を
ど
う
生
か
す
か
伺
う
。

津
波
対
策
の
た
め
の

海
岸
防
災
林
の
補
強
に

努
め
て
い
く

　

現
地
調
査
で
は
、
津
波
対
策
の

重
要
性
を
認
識
し
た
。
各
地
区
毎

の
最
善
の
避
難
計
画
立
案
の
指
導

と
、
海
岸
防
災
林
の
補
強
に
努
め

て
い
き
た
い
。

　

二
次
災
害
を
防
ぐ
意
味
で
も
、

大
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
て
い
る

間
は
海
岸
線
に
近
づ
か
ず
、
同
報

無
線
に
て
対
応
す
る
よ
う
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
変
更
を
行
っ
て
い
く
。

　

民
間
医
療
法
人
に
よ
る

病
院
が
、
近
隣
病
院
も
含

め
た
、
後
方
支
援
病
院
と
し
て
い

か
に
機
能
し
て
い
く
の
か
、
市
と

医
療
法
人
と
の
考
え
に
異
論
も
な

く
、
相
互
理
解
は
図
ら
れ
て
い
る

の
か
伺
う
。

今
ま
で
以
上
に
病
院
間
の

連
携
が
重
要

　

医
療
法
人
社
団
綾
和
会
に
よ
る

後
方
支
援
病
院
に
は
、
急
性
期
治

療
後
の
亜
急
性
期
病
床
、
回
復
期

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
療
養
病

床
が
必
要
と
な
り
、
中
東
遠
管
内

の
各
急
性
期
病
院
退
院
後
の
受
け

皿
と
し
て
大
き
な
機
能
を
担
っ
て

い
た
だ
く
。
今
後
の
医
療
制
度
改

定
を
見
据
え
た
中
で
、
機
能
の
検

討
を
詳
細
に
行
っ
て
い
く
。

掛
川
茶
の
安
全
宣
言
を

全
国
消
費
者
に
向
け
て

文
書
配
布
を

　

掛
川
茶
の
放
射
能
検
査

結
果
数
値
を
、
市
長
の
安

全
宣
言
文
と
し
て
取
引
先
や
全
国

の
消
費
地
に
向
け
、
茶
商
を
通
じ

て
配
布
さ
せ
て
は
ど
う
か
。
市
長

の
見
解
を
伺
う
。

大
変
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る

　

今
回
の
調
査
結
果
は
、
茶
商
の

方
か
ら
も
積
極
的
に
活
用
し
て
い

た
だ
け
る
と
伺
っ
て
い
る
。
安
全

宣
言
書
の
配
布
は
、
消
費
者
へ
掛

川
茶
の
安
心
・
安
全
を
発
信
す
る

た
め
大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
の
で
、
掛
川
茶
商
協
同
組
合

や
掛
川
市
農
協
、
遠
州
夢
咲
農
協

と
調
整
し
て
い
く
。

　

今
後
も
さ
ら
な
る
消
費
拡
大
を

目
指
し
て
い
く
。

【
他
の
質
問
事
項
】
掛
川
市
の
緊
急

省
エ
ネ
・
節
電
推
進
に
つ
い
て

安全宣言がされた掛川茶

大規模太陽光発電システム
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崩壊した田老町防波堤（万里の長城）

Q

QQ

Q

山
本
行
男
（
公
明
党
か
け
が
わ
）

柴
田
正
美
（
共
産
党
掛
川
市
議
団
）

A

A

A

A

都
市
計
画
税
、
見
直
し
不
十
分

被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
の
活
用
は

　

阪
神
淡
路
大
震
災
で
被

害
を
受
け
た
兵
庫
県
西
宮

市
が
独
自
に
開
発
し
た
シ
ス
テ
ム

は
、
災
害
発
生
時
の
住
民
基
本
台

帳
を
ベ
ー
ス
に
被
災
者
台
帳
を
作

成
し
て
い
る
。
災
害
状
況
を
入
力

す
る
こ
と
で
「
り
災
証
明
書
」
な

ど
の
発
行
が
短
時
間
に
で
き
、
市

民
の
皆
様
か
ら
大
変
喜
ば
れ
た
と

聞
い
て
い
る
。
当
市
で
の
支
援
シ

ス
テ
ム
の
活
用
を
伺
う
。

近
隣
市
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
検
討
し
て
い
く

　

被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
は
、
細

部
の
運
用
方
法
が
ま
だ
定
め
ら
れ

て
い
な
い
。
今
後
、
防
災
計
画
と

の
整
合
を
図
り
な
が
ら
、
具
体
的

な
運
用
方
法
を
決
定
し
た
上
で
、

被
災
時
の
災
害
対
策
本
部
の
各
担

当
班
、
支
部
ご
と
の
運
用
に
つ
い

て
の
説
明
会
を
実
施
す
る
と
と
も

に
本
格
導
入
を
進
め
て
い
く
。

放
射
能
汚
染
へ
の
対
応
は

　

収
束
の
め
ど
が
た
た
な
い

福
島
原
発
事
故
に
よ
る
放
射

能
汚
染
に
つ
い
て
多
く
の
市
民
が

不
安
を
抱
い
て
い
る
。
不
安
を
解

消
す
る
た
め
に
市
が
や
る
べ
き
こ

と
は
。独

自
で
の
調
査
や
測
定
器

の
購
入
、
設
置
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く

　

大
東
支
所
に
設
置
し
て
あ
る
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
数

値
や
毎
日
県
よ
り
送
ら
れ
て
く
る

デ
ー
タ
に
て
放
射
線
の
チ
ェ
ッ
ク

を
し
て
お
り
、
市
役
所
及
び
大
東

支
所
に
あ
る
モ
ニ
タ
ー
や
県
環
境

放
射
線
監
視
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
る
こ
と
を
市

民
に
お
知
ら
せ
し
て
い
く
。

【
他
の
質
問
事
項
】
釜
石
の
奇
跡
に

学
べ
・
防
災
教
育
を
伺
う

　

有
識
者
会
議
の
答
申
に

は
都
市
計
画
税
は
さ
ら
に

見
直
す
と
な
っ
て
い
る
。
市
民
は

納
得
し
て
い
な
い
。
市
長
の
公
約

で
も
あ
り
、
任
期
中
に
さ
ら
に
見

直
し
を
。都

市
計
画
税
に
つ
い
て
は

公
約
と
し
て
挙
げ
て
い

な
い

　

口
頭
で
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
申

し
上
げ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

口
頭
の
公
約
で
あ
る
。
た
だ
、
全

体
の
税
金
を
、
ト
ー
タ
ル
の
税
金

を
ふ
や
す
・
減
ら
す
と
い
う
議
論

は
あ
ろ
う
か
と
思
う
。

原
発
震
災
に
関
連
し
て

市
長
の
見
解
を
問
う

　

津
波
で
宮
古
市
田
老

（
た
ろ
う
）
の
国
内
最
大
級

の
防
波
堤
は
壊
滅
し
た
。「
十
二

メ
ー
ト
ル
以
上
の
防
波
壁
」
が

完
了
す
れ
ば
原
発
再
稼
働
に
賛

成
す
る
の
か
。
安
全
協
定
に
「
事

前
了
解
事
項
」
を
今
こ
そ
盛
り

込
む
べ
き
で
は
。

し
っ
か
り
と
理
解
が
得

ら
れ
た
後
、
判
断
す
る
こ

と
で
あ
る

　

防
波
壁
の
み
で
安
全
で
あ
る
と

考
え
て
い
な
い
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
９
の
地
震
・
津
波
に
耐
え
る
安

全
性
が
必
要
で
あ
る
。

　

安
全
協
定
の
「
事
前
了
解
事
項
」

に
つ
い
て
は
、
現
在
「
事
前
了
解
」

に
関
す
る
規
定
は
な
い
が
、
事
前

協
議
を
通
じ
て
実
質
的
に
事
前
了

解
が
担
保
さ
れ
る
と
理
解
し
て
い

る
。
し
か
し
、
浜
岡
原
子
力
発
電

所
安
全
等
対
策
協
議
会
の
中
で
も
、

今
後
、
検
討
課
題
と
し
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

【
他
の
質
問
事
項
】
防
災
対
策
に
つ
い
て

放射能測定（曽我小にて）
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菊川河口潮騒橋より上流を望む

研究中のソーラーパネル（山梨県北杜市）

QQ

QQ

鈴
木
久
男
（
創
世
会
）

中
上
禮
一
（
み
ど
り
の
会
）

太
陽
光
発
電
の
設
置
率
二
〇
％
達
成
時
期
と

そ
の
具
体
的
施
策
は

防
災
対
策
強
化
に
要
す
る
財
源
措
置
は

A

A

A

A

　

地
震
と
津
波
を
想
定
し

た
防
災
対
策
の
強
化
は
新

た
な
行
政
需
要
で
あ
る
。
ま
た
、

発
電
所
隣
接
市
と
し
て
の
関
連
交

付
金
も
今
後
減
額
が
見
込
ま
れ

る
。
将
来
の
健
全
財
政
を
維
持
し

つ
つ
、
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
の
手
法
と
財
源

の
確
保
は
。

行
財
政
改
革
に
取
り
組
み

つ
つ
、
歳
出
構
造
の
改
革

を
進
め
る

　

震
災
を
契
機
に
、
今
計
画
し
て

い
る
事
業
の
実
施
年
度
を
お
く
ら

せ
る
こ
と
や
既
存
の
事
業
予
算
の

組
み
替
え
、
縮
小
、
先
送
り
な
ど

も
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
。

防
災
対
策
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

増
大
す
る
債
務
と
の
バ
ラ
ン
ス
に

留
意
し
つ
つ
、
で
き
る
限
り
速
や

か
に
、
そ
し
て
計
画
的
に
進
め
て

い
く
。

青
田
隧
道
の

オ
ー
プ
ン
カ
ッ
ト
は

　

主
要
地
方
道
掛
川
大
東

線
は
南
北
を
結
ぶ
緊
急
避

難
路
と
し
て
も
重
要
な
役
割
を
担

う
。
青
田
ト
ン
ネ
ル
の
開
削
が
必

要
で
は
な
い
か
。

南
北
の
幹
線
道
路
と
し
て

重
要
な
道
路
で
あ
る
と

考
え
て
い
る

　

青
田
隧
道
は
、
本
市
の
南
北
唯

一
の
緊
急
輸
送
路
と
し
て
、
さ
ら

な
る
安
全
確
保
と
合
併
の
南
北
一

体
感
を
即
す
る
た
め
に
開
削
も
含

め
、
適
切
な
安
全
対
策
を
検
討
す

る
よ
う
県
に
強
く
働
き
か
け
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

【
他
の
質
問
事
項
】
津
波
避
難
ビ
ル

の
必
要
性
、
シ
ー
ト
ピ
ア
・
く
に
や

す
苑
の
避
難
対
策
、
公
共
施
設
の
耐

震
対
策
に
つ
い
て

　

市
長
は
、
過
日
の
市
民

総
代
会
で
太
陽
光
発
電
の

設
置
率
二
〇
％
を
目
標
値
と
し
て

明
言
さ
れ
た
。今
ま
で
の
施
策
は
、

供
給
側
を
支
援
す
る
こ
と
が
中
心

だ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
市
民
を

支
援
す
る
施
策
に
切
り
替
え
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
思
う
が

見
解
を
伺
う
。

五
年
後
を
め
ど
に
二
〇
％

設
置
が
で
き
る
よ
う
努
力

し
て
い
く

　

創
エ
ネ
・
省
エ
ネ
推
進
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
を
結
ん
で
い
る

事
業
者
の
太
陽
光
発
電
施
設
展
示

場
の
利
用
や
情
報
提
供
、
さ
ら
に

金
融
機
関
に
は
太
陽
光
発
電
施
設

設
置
の
低
利
融
資
を
推
進
し
て
も

ら
う
な
ど
、
官
民
協
働
で
施
設
設

置
を
促
進
し
て
い
き
た
い
。

学
校
以
外
の
公
の
施
設
へ

の
太
陽
光
発
電
の
設
置
は

　

公
の
施
設
、
特
に
地
域
の

公
民
館
な
ど
に
設
置
す
る

こ
と
は
、
全
戸
設
置
へ
の
誘
導
策

と
し
て
も
、
ま
た
、
地
球
温
暖
化

問
題
の
解
決
策
と
し
て
も
大
変
効

果
的
だ
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

国
や
県
の
補
助
事
業
の

動
向
を
見
な
が
ら

設
置
を
進
め
て
い
く

　

平
成
二
十
年
度
か
ら
公
共
施
設

へ
太
陽
光
発
電
等
の
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
施
設
を
設
置
す
る
た
め
に
、

十
四
の
企
業
か
ら
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
環
境
基
金
を
積
み
立
て
て

い
る
。
こ
の
環
境
基
金
に
よ
り
幼

稚
園
な
ど
へ
の
設
置
も
検
討
し
て

い
く
。

【
他
の
質
問
事
項
】
市
内
小
中
学
校

に
お
け
る
講
師
の
現
状
、
健
康
増
進

策
に
つ
い
て
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消防指令センター 建設予定地潮騒橋からの眺望と風力発電

市内の現地を視察
各常任委員会において、５月下旬に所管事務事項の

調査として、市内の現地視察を実施しました。
　各委員会より現地視察の内容を報告します。

総
務
委
員
会

総
務
部
、
企
画
政
策
部
、
消
防
本
部
、
出
納
局
、

監
査
委
員
、
選
挙
管
理
委
員
会
、
公
平
委
員
会

及
び
水
道
部
の
所
管
に
属
す
る
事
項
並
び
に
他

の
常
任
委
員
会
の
所
管
に
属
さ
な
い
事
項

所
管
事
項

【
視
察
箇
所
】

● 

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
建
設
予
定
地
（
磐

田
市
福
田
支
所
）

● 

大
須
賀
海
岸
線
（
弁
財
天
河
口
、
今
沢

集
落
等
）

● 

大
東
支
所
と
展
望
台
（
三
俣
）

● 

潮
騒
橋
か
ら
の
眺
望
と
風
力
発
電（
国
安
）

● 

大
東
温
泉
シ
ー
ト
ピ
ア
（
国
安
）

● 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
に
や
す
苑

（
国
安
）

● 

南
北
道
牛
淵
川
橋
梁
工
事
箇
所
（
国
浜
）

● 

道
の
駅
掛
川
（
八
坂
）

● 

新
エ
コ
ポ
リ
ス
第
二
期
工
業
団
地（
逆
川
）

● 

新
病
院
建
設
地
（
下
俣
・
長
谷
）

　

未
曾
有
の
東
日
本
大
震
災
は
、
私
達
に
多

く
の
教
訓
と
試
練
を
投
げ
か
け
て
い
る
中
、

当
委
員
会
所
管
事
項
の
現
地
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
大
震
災
に
よ
り
我
々
に
課
せ
ら
れ
た
、

地
震
・
津
波
・
原
発
等
防
災
問
題
を
中
心
に

視
察
調
査
し
、
改
め
て
安
心
・
安
全
に
対
す

る
議
会
の
責
務
を
痛
感
し
、
山
積
す
る
諸
問

題
に
加
え
、
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
り
ま

す
が
、
委
員
、
当
局
と
も
強
い
連
携
の
も
と

対
処
す
べ
く
再
認
識
を
し
ま
し
た
。

総
務
委
員
長
　
水
野

 

薫
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高天神城跡西郷小 学童保育（旧三笠幼稚園）

新病院隣接企業用地都市計画道路 海洋公園線

文
教
厚
生
委
員
会

健
康
福
祉
部
、
教
育
委
員
会
及
び
市
立
総
合
病

院
の
所
管
に
属
す
る
事
項

所
管
事
項

【
視
察
箇
所
】

● 

新
病
院
建
設
地
（
下
俣
・
長
谷
）

● 

山
崎
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
山
崎
）

● 

横
須
賀
城
跡
（
横
須
賀
）

● 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
稔
り
の
安
ら
ぎ（
西
大
渕
）

● 

横
須
賀
幼
稚
園
（
西
大
渕
）

● 

か
あ
さ
ん
の
家
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
大
渕
）

● 

大
浜
中
学
校
（
大
坂
）

● 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
に
や
す
苑（
国
安
）

● 

教
育
セ
ン
タ
ー
（
大
東
支
所
内
）

● 

高
天
神
城
跡
（
土
方
）

● 

西
郷
小
学
童
保
育
（
上
西
郷
）

● 

つ
ど
い
の
広
場「
つ
く
し
な
か
よ
し
広
場
」（
鳥
居
）

　

現
地
視
察
は
、
造
成
が
進
む
新
病
院
用
地

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
市
内
を
一
望
で
き
る

現
場
で
は
「
健
康
・
医
療
日
本
一
の
ま
ち
づ

く
り
」
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
力
強
い
殿
堂
が

想
像
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
横
須
賀
城
・

高
天
神
城
で
は
市
の
も
つ
歴
史
と
文
化
の
重

さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

健
康
・
医
療
・
福
祉
・
教
育
・
文
化
と
、

生
ま
れ
て
か
ら
老
齢
に
な
る
ま
で
、
い
ず
れ

も
市
民
の
生
活
に
密
接
に
か
か
わ
る
分
野
を

所
管
す
る
委
員
会
と
し
て
、
市
民
に
信
頼
さ

れ
・
満
足
し
て
も
ら
え
る
市
政
を
目
指
し
て

「
現
場
主
義
」
で
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

文
教
厚
生
委
員
長
　
大
庭
博
雄

環
境
産
業
委
員
会

環
境
経
済
部
、
都
市
建
設
部
及
び
農
業
委
員
会
の

所
管
に
属
す
る
事
項

所
管
事
項

【
視
察
箇
所
】

● 

掛
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
長
谷
）

● 

新
病
院
建
設
周
辺
道
路
整
備
（
長
谷
・
下
俣
・

高
御
所
）

● 

富
士
見
台
霊
園
（
下
俣
）

● 

新
病
院
隣
接
企
業
用
地(

長
谷
）

● 

新
エ
コ
ポ
リ
ス
第
二
期
工
業
団
地(

逆
川
）

● 

環
境
資
源
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
満
水
）

● 

駅
前
東
街
区
再
開
発
事
業
（
駅
前
）

● 

上
張
城
西
線
（
十
王
・
城
西
）

● 

沿
道
土
地
区
画
整
理
事
業
（
二
瀬
川
）

● 

な
ら
こ
こ
の
里
（
居
尻
）

● 

西
環
状
線
（
各
和
外
）

● 

杉
谷
家
代
線
（
下
垂
木
）

● 

山
崎
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
（
山
崎
）

● 

洋
望
台
土
地
区
画
整
理
事
業
（
川
原
町
外
）

● 

大
須
賀
浄
化
セ
ン
タ
ー
と
風
車
（
沖
之
須
）

● 

風
力
発
電
施
設
（
千
浜
〜
浜
野
）

● 

一
級
河
川
菊
川
右
岸
高
潮
堤
防
（
国
安
）

● 

大
東
温
泉
シ
ー
ト
ピ
ア
（
国
安
）

● 

南
北
道
路
（
国
安
外
）

● 

掛
川
中
央
茶
業
株
式
会
社
（
桶
田
）

　

環
境
産
業
委
員
会
で
は
、
掛
川
市
が
掲
げ
る

「
環
境
」「
健
康
・
医
療
」「
市
民
活
動
」
日
本

一
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
農
・
工
・
商
の

連
携
を
持
ち
、
観
光
の
推
進
な
ど
産
業
の
活
性

化
に
向
け
て
、
調
査
研
究
し
て
い
き
ま
す
。
五

月
二
十
五
日
に
委
員
全
員
で
当
局
の
説
明
を
受

け
な
が
ら
、
掛
川
市
の
今
後
進
め
な
く
て

は
な
ら
な
い
事
業
を
主
に
現
地
視
察
を
行

い
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
と
し
て
は
、
長
年
重
要
で
あ

り
な
が
ら
計
画
が
進
ん
で
い
な
い
事
業
の

見
直
し
、
優
先
度
を
決
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

環
境
産
業
委
員
長
　
山
﨑
惠
司
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新病院建設・地域医療対策特別委員会

議会基本条例制定特別委員会

　新病院を期限内に建設すべく一部事務組合設立から負担割合やアクセス計画等の課題、
病院跡地利用や地域医療のあり方について調査・研究を行っていくため平成 21 年 5 月 14
日開催の臨時会において設置され、昨年度においても継続設置となっていました。
　新病院の建設関係や現病院跡地利用及び地域健康医療支援センターの今後の整備計画に
ついては、継続して調査・検討・協議していく課題等が残っています。
　このことから、中東遠地域の住民が必要とする質の高い医療を将来にわたり確保すると
いう究極の目的に向かい引き続き調査研究していきます。	 〔委員 24 名（全議員）〕

　地方分権時代の到来で、議会や議員が危機感を持ち、自己改善ないし活性化に乗り出し
た議会は少なくありません。また、全国的にも議会を内部から改革しようという動きが広
まっています。このようなことから昨年度議会改革検討特別委員会を設置し、「開かれた
議会」「市民に親しまれる議会」を目指すため、一問一答制の導入や議長交際費、政務調
査費の公開などを早速実施するとともに、議会基本条例の制定についての提言が行われま
した。
　今年度本委員会では、議会及び議員の活動原則、市民と議会の関係、議会と行政の関
係などを明らかにする議会の基本原則を定めた条例の制定に向けての作業を行っていき
ます。	 〔委員 12 名〕

特別委員会を
設置しました

　特定な事項の審査や調査を行うために設置される委員会を特別委員会といい、それぞれ
のテーマに基づき、中長期的施策の検討や提言を行います。
　今年度は、「新病院建設・地域医療対策特別委員会」（21年度から継続）「議会基本条例
制定特別委員会」「防災対策特別委員会」「議会だより編集特別委員会」の四つの特別委員
会を設置しました。ここでは、各委員会の調査内容を紹介いたします。
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可決された意見書
当面の電力需給対策に関する意見書

　3月 11日に発生した東日本大震災に伴い、東北電力・東京電力管内地域は原子力発電所の停止など
により電力供給が大幅に減少した。さらに、菅直人総理による中部電力浜岡原子力発電所の停止要請
により、夏場の電力不足問題は東日本のみならず全国的な問題に発展している。
　電力供給力不足は国民生活や日本経済全体に大きな影響を及ぼす。政府は今夏の電力需給対策に加
え、将来的な新エネルギー戦略を見据えた施策を速やかに打ち出す必要がある。しかしながら、政府
の電力需給対策本部が５月に発表した対策では国民に節電を呼び掛けるばかりで、節電のインセンティ
ブが働くような施策が盛り込まれなかった。
　夏場の電力不足を前に政府及び国会は、予算措置を含めた電力需給対策を早急に打ち出すべきであ
る。
　よって政府及び国会におかれては、下記項目について速やかに実現を図るよう強く要望する。

1.	自家発電設備、太陽光発電・蓄電池、太陽熱利用システムの導入補助を大幅に拡充すること。
2.	ＬＥＤ照明設備の導入補助や、エコポイント制度の復活等、国民に対して節電のメリット
が実感できる施策を早急に実施すること。

3.	稼働中の原子力発電所の災害対策について、政府として早急に指針を示し、安全対策を講
じること。

4.	電力需給のひっ迫が長期化することを踏まえた、法制度の見直しや運用改善について早急
に検討し、必要な事項を実施すること。

以上、地方自治法第99条の規定に基づき、意見書を提出する。
　
提出先：	衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、経済産業大臣、
	 国家戦略担当大臣、内閣官房長官

防災対策特別委員会

議会だより編集特別委員会

　東日本大震災を教訓に、今後発生が予想されている東海地震の対策に重点を置き、津波
対策・土砂災害防止対策・ため池堤体崩壊防止対策・家具の転倒防止対策・木造家屋の耐
震状況・ライフラインの状況・液状化について検証を行い、市民の生命・財産を守るため
に、何が必要か、何ができるか調査・研究を行っていきます。	 〔委員 12 名〕

　掛川市議会の活動状況及び議会に関する諸事項を市民にお知らせする「かけがわ市議会
だより」の編集・発行作業を行っていきます。	 〔委員 8名〕
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５月
 20日 ● 総務委員会協議会
  ● 環境産業委員会協議会
  ● 文教厚生委員会協議会
 23日 ● 市議会全員協議会
 25日 ● 環境産業委員会現地視察
 26日 ● 文教厚生委員会現地視察
 27日 ● 総務委員会現地視察

６月
 3日 ● 静岡県地方議会議長連絡協議会定

期総会（静岡市）
 6日 ● 議会運営委員会
  ● 議員懇談会
 7日 ● 防災対策特別委員会
 8日 ● 議会だより編集特別委員会
 13日～ 7月 4日
  ● 掛川市議会第３回（６月）定例会
 15日 ● 全国市議会議長会定期総会（東京）
 16日 ● 議会だより編集特別委員会
 22日 ● 議会運営委員会

 23日 ● 議会運営委員会
  ● 文教厚生委員会協議会
  ● 議会基本条例制定特別委員会
 24日 ● 新病院建設・地域医療対策特

別委員会
 30日 ● 議会だより編集特別委員会
７月

 4日 ● 市議会全員協議会
 6日～ 7日
  ● 防災対策特別委員会行政視察

（宮城県名取市）
 14日 ● 議会だより編集特別委員会

　
六
月
市
議
会
定
例
会
を
傍
聴

し
ま
し
た
。
三
月
十
一
日
の
東

日
本
大
震
災
関
連
の
質
疑
が
多

く
見
受
け
ら
れ
、
特
に
浜
岡
原

子
力
発
電
所
停
止
再
稼
働
に
興

味
を
持
ち
ま
し
た
。
昨
秋
、
中

部
電
力
主
催
に
よ
る
見
学
会
に

地
区
の
人
た
ち
と
参
加
し
、
原

子
炉
棟
内
部
、
制
御
室
等
を
見

学
し
、
一
度
設
備
を
す
れ
ば
何

年
も
発
電
で
き
便
利
な
も
の
だ

と
思
い
ま
し
た
。
反
面
、
福
島

の
原
子
力
発
電
所
と
置
き
換
え

る
と
想
像
も
で
き
ま
せ
ん
。
市

民
は
再
稼
働
に
首
長
の
決
断
に

注
目
し
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　
い
つ
来
て
も
お
か
し
く
な
い

東
海
地
震
に
関
し
、
防
災
訓
練

の
改
善
、
公
共
施
設
・
木
造
家

屋
の
耐
震
補
強
等
の
議
論
が
活

発
に
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

も
こ
の
施
策
を
発
展
さ
せ
て
ほ

し
い
。

　
本
会
議
場
で
し
た
が
、
熱
気

の
あ
る
雰
囲
気
を
感
じ
、
議
員

は
身
近
な
代
表
者
と
し
て
住
民

の
安
全
、
安
心
、
住
み
よ
い
掛

川
市
と
な
る
こ
と
を
市
民
は
期

待
し
て
い
ま
す
。

掛
川
一
市
民

傍

聴

席

 ５日 本会議（議案の提案説明）
 12 日 本会議 ( 一般質問 )
 13 日 本会議 ( 一般質問 )
 14 日 本会議 ( 議案質疑、委員会付託 )・常任委員会
 20 日 一般会計・特別会計決算特別委員会
 21 日 一般会計・特別会計決算特別委員会
 30 日 本会議 ( 委員長報告、質疑、討論、採決 )

　6月15日に開催された第 87回全国市議会議長会定期
総会において、佐藤博俊議員、水野薫議員、雜賀祥宣議員、
鳥井昌彦議員が市議会議員一般表彰10年以上表彰を受け
られ、記念品が授与されました。

　

地
方
主
権
の
声
が
大
き
く

な
る
中
、
基
礎
自
治
体
で
あ

る
市
町
村
の
自
己
責
任
、
自

己
決
定
の
重
み
が
ま
す
ま
す

増
し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
議
会
の
果
た
す
役
割
も

重
大
と
な
り
、
同
時
に
市
民

の
皆
様
方
の
議
会
に
対
す
る

期
待
も
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

議
会
の
使
命
で
あ
り
ま
す

「
政
策
立
案
」
と
「
行
政
監
視
」

以
外
の
幅
広
い
議
員
活
動
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
民

に
開
か
れ
た
議
会
活
動
が
各

自
治
体
で
議
論
が
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

本
市
も
議
会
基
本
条
例
制

定
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

市
民
に
身
近
な
議
会
、
市
民

の
期
待
に
応
え
る
議
会
を
目

標
に
、
議
会
基
本
条
例
の
制

定
を
目
指
し
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
市
議
会
で
は

「
か
け
が
わ
市
議
会
だ
よ
り
」

を
発
行
し
、
市
政
全
般
に
、

市
議
会
の
か
か
わ
り
、
活
動

状
況
等
の
情
報
を
市
民
の
皆

様
方
に
お
知
ら
せ
し
、
議
会

活
動
に
関
心
と
ご
理
解
を
い

た
だ
く
よ
う
、
親
し
み
の
持
て
る
「
議
会
だ
よ
り
」
の
編
集

に
努
め
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会
委
員
長
　
山
崎
恒
男

議 会 日 誌

９月定例会の予定

編

集

後

記

 

議会だより編集委員（左から）
草賀章吉委員
川瀬守弘委員
水野　薫委員
山崎恒男委員長
榛葉正樹副委員長
鈴木正治委員
鈴木久男委員
山本行男委員

表彰を受けられた
（左から）

佐藤博俊議員
水野　薫議員
雜賀祥宣議員
鳥井昌彦議員
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